東京大学イノベーションマネジメントスクール（ＴＩＭＳ2010）
応募用紙
（１）氏名：
（２）フリガナ：
（３）生年月日：19　年　月　日生（　　歳）
（４）性別：男　女

（５）連絡先住所　〒

　　　電話番号
（６）現在の所属機関・会社名：
（７）部署名：
（８）役職：
（９）主たる資格（当スクールに関係する国家資格等）：
（10）学歴（高等学校以降を全て記入）（例は消して構いません）
例：1982年　西京市立本郷高等学校卒業

　　1986年　西京大学経済学部経営学専攻卒業（経営学学士）

　　2003年　北向大学大学院経営学研究科終了（MBA）

（11）職歴（例は消して構いません）
例：1996年　東西製造株式会社入社　小田原工場勤労部配属（主として新規事業に関する人事整員業務を担当）

　　1995年　同社　電子製品事業部業務部係長（主として工場・営業間の製品需給を担当）

　　2000年　同社　退社（MBAスクール進学のため）

　　2003年　南北電子機器株式会社　事業経営企画部課長（事業戦略立案と経営会議事務局を担当）

　　2007年　同社　事業経営部長　　現在に至る

（12）応募動機（400〜800字程度：なぜこのスクールに参加したいのか、具体的に）
—————————————————————————　別ページ　　—————————————————————————
東京大学イノベーションマネジメントスクール（ＴＩＭＳ2010）
　課題レポート
次のうちから１問を選んで議論を行ってください（3000字程度）。
【問１】　技術力で勝り、良い商品を開発しても、すぐに欧米や新興先進国や先進新興国の企業にシェアを奪われる日本企業の事業戦略には何が欠けていると考えますか？　またどうすればよいでしょうか？　具体的に論じてください。
【問２】　事業戦略とビジネスモデル、（標準化を含む）知財マネジメントの関係について、事例を用い、ご自身の問題意識について具体的な議論を行ってください。
【問３】　現在自分の関わっている業務と事業戦略の関係を具体的に述べ、その問題と課題について議論してください。
—————————————————————————
—————————————————————————
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